
第46 回大会〕 被　　服

I Np- 2　　　　　　　　　　　幼児のジーンズ必着用に関する章識調査。

　　　　　　　　　　　都立大田ろう学校　○大野栄子トダ大妻女大丿布施谷節子

　　　　　　　　　二　東京学芸大教脊　　鳴海多恵子

　　目的：前回の幼児用ジーンズの動作適応性に関する研究によりジーンズは幼児の動作に

　対して不都合がある事が実証された。しかし、昨今ジーンズは幼児に多く着用されている

　実態がある。そこで、本研究では幼児のジーンズの着用状況とそれに対する親の意識につ

　いて調査を行い、これからの幼児服と･してのジーンズのあり方を探ることを目的とした。

　　方法：調査は足立区・世田谷区・八王子市の幼児の親約900名を対象に1933年4月～6月に

　留置法によるアンケート調査を実施した。回収率は約75％である。調査項目の主なものは、

　家族のジーンズの着用状況、親の幼児服及びジーンズに対する考え方、ジーンズの所持数

　とその種類等、母親の日常着に対する意識である。分析方法には、単純集計・クロス集計

　・因子分析を用いた。

　　結果：①シーン｡ズの着用率は、母(91%)、｡父(73%)、第１子(675;)、第２子(59J;)の順に高

　い。②幼児のジーンズ着用は男児の方が多い‘。③ジーンズに対する親の考え方は因子分析

　の結果から、非活動性及び非着脱性、母の好みとジーンズのおしゃれ感覚の関連性、材質

　・構造・管理等を表す因子が明らかになった。④ジーンズは親子共に行楽での利用率が高

　いが、母親は家の中や近隣への外出にも多く利用している。⑤幼児服に対する考え方と母

　親の日常着との関連では、おしゃれ志向の高い母親は幼児服にもおしゃれ性を求める。⑤

　幼児のジーンズの服種別の所持率９利用率共にオーバーオールが最も高ぐ、スリムが最も

　低い。また、着用初めの時期｡はオーバーオールが最も早く、2歳未満から着用する率は58.

　2%である。素材はストレッチ厚手が多い。

I Np- 3　　　　各種衣服の着衣時における動作過程と着衣評価

　　　　　　　　上越教育大　学校教育　○佐藤悦子　　　　共立女子大家政　小林茂雄

　<目的〉　衣服の着脱は基本的生活習慣の一つである。特に着衣動作を行う時，着やすい，

着にくいなどを感じることがあり，動作と着衣感には何らかの関連性があると思われる。

着衣動作は衣服の形態や着方などによって変化し，着衣感も影響を受けていると考えられ

る。本報では着衣の過程に着目し，各種衣服を用いて衣服形態の違いによる着衣動作の特

性について考察し，さらに着衣感との関連についても検討を試みた。

　<方法〉　被験者は健康な女子学生17名とした。パンティストッキング有・無の状態で衣

服形態４種（タイトT ・フレアーＦ・デニムＤのスカート，ジーンズJ）計8 タイプにつ

いて着衣動作を行わせた。動作測定は，筋電計による上肢の表面筋活動の測定及びビデオ

撮影による動作過程の観察で行った。同時に着衣感についてSD法11項目による官能評価

を行った。動作過程を主動作，補助動作に分けて計時し筋電図との経時変化をとらえた。

官能評価は各項目の平均評点を求め，衣服∠1タイプのプロフィールをもとに検討した。

　〈結果〉　1)着衣所要時間は，主動作ではＴとＦ間に有意差が認められずＴ，Ｆ＜Ｄ＜Ｊ

の順であった。補助動作では，衣服タイプに有意差が認められなかった。2）上肢の筋活動

はパンティストッキングの有・無に関わらずＴ，Ｆ＜Ｄ＜Ｊの順に活動量が大きくなった。

3）官能評価において，平均評点のプロフィールはＴとF, DとＪが類似傾向を示し，全休

評価”着やすい一着にくい”では４タイプ間に有意差が認められた。4）着にくい側に位置

し評点が高い衣服のタイプほど上肢の筋活動が増大する傾向が認められるが，今回の実験

ではT, Fにおける動作特性と着衣感との間にはズレが見られた。
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